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ロ ス ビ ー 波及びケル ビン 波に よ る

金星中層大気に対す る力学的効果

＊

皆川　恵祐、藤原 　均、笠 羽　康正

　 　 　東北大院理　地球物理

　 こ れまで の 衛星や地 上か らの 02 夜側

大気光強度分布や CO 密度分布の 変動 の

観測 に よ り、 金 星 雲 層 よ りも上 の 中 間

圏 ・熱圏領域に おい て ス ーパ ー ロ ー テー

シ ョ ンの よ うな高速東西流 が存在する こ

とがわ か っ て い る 。 また高速東西流 が数

日程度の 時間変動を し て い る 可能性 も合

わせ て示 唆 され て い る 。 金星の 中間 圏 ・

熱圏領域に おけ る こ れ まで の 数値シ ミ ュ

レー シ ョ ン で は、位相速 度や波長を仮定

した重力波 に よ る背景風加速 の 物理機構

が研究されて きた 。 しか しなが ら観測例

が極 めて 少ない ため に 、 上記 の数 日ス ケ
ール の 時間変動 へ の 重力波の 寄与はこ れ

まで 定量的に見積もられて い ない 。 他方

地球に おい て 、 成層圏で励起 され る波数

や周期の 異な る 2種類の プラ ネ タ リー波

（具体的に はロ ス ビー 波 と混合 ロ ス ビー

重力波）の 相互 作用 に よ っ て 新 た な プラ

ネ タ リー 波 （以後 、
二 次 プラ ネ タ リー 波）

が励起され て熱圏まで 伝播 し減衰す る こ

とが数値シ ミ ュ レー シ ョ ン で 示 されて い

る 。 こ の 二 次 プラネ タ リ
ー

波は成層 圏か

ら熱圏下 部 まで の 領域 で 背景風 に対 して

数 日周期 変動 を引き起 こ す 。 近年 、 探査

機 に よる観測 か ら金 星熱圏に おい て も数

日周期の 大気密度の振動が発見され た 。

こ の 大気振 動 は地球 と同様に 2 種 類 の 波

が組み合 わ され る こ とで生 じる新 た な波

に よ っ て 引き起 こ され て い る と考 え られ

て い る 。

　本研 究で は 、 雲層観測 に よ っ て その 存

在が示唆さ れて い る金星雲層起源の ロ ス

ビー
波 とケ ル ビ ン 波に着 目す る 。 それ ら

に よ っ て 新たに 生 じる二 次波の 励起 ・伝

播特性を示す とともに 、
二 次波 に よる背

景風加速を調べ る こ とを 目的 と して 金星

中層 ・ 超高層大気モ デル （高度 70〜150

km ）を開発 した 。 モ デル 中で は背景風 の

平均場を仮定 し、 3 次元 の 摂動方程式を

解くこ とに よ っ て 風速 の変動成分を導出

して い る 。 本モ デル で は 下端に 与え る ロ

ス ビー波 ・ケル ビン 波の周期や位相速度

や振幅を仮定 し 、 レイ リ
ー摩擦や ニ ュ

ー

トン 冷却 とい っ た波の 減衰効果 を考 慮 し

て い る 。

　本発表 で は 、
二 次波の 生成 と伝播特性

を示 し 、 背景風 へ の ドラ ッ グ効果 か ら数

日の 風速変動に対す る ロ ス ビー
波 、及 び

ケル ビン 波 の役割 に つ い て 議論す る 。
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